










 

新生児低血糖症は,痙撃や無呼吸の原因となるばかりでなく,後遺症として中枢

神径異常を残すこともあり,比較的頻度の高いことからも新生児の異常として

重要な疾患である。最近では低血糖症を発症しやすい児に対しては,輸液や哺乳

を早期に開始することにより本症を予防するとも試みられている。 

本研究では全出生児中の低血糖症の頻度を調査するとともに,輸液や早期授乳

により出生後早期より水分や熱量供給をはかることの重要性を明らかにすると

共に,未熟児の体液管理の重要性につき検討した。 


